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鎌ケ谷市教育委員会会議録 

平成３０年４月定例会 

 

《１ 期  日》  平成３０年４月２５日（水） 

          開会 午後２時００分 

          閉会 午後３時３０分 

 

《２ 会  場》  総合福祉保健センター４階会議室 

 

《３ 出 席 者》  皆 川  征 夫  教育長 

皆 川 準 一  教育長職務代理者 

奥 村  さかえ 委員 

          住 石  英 治  委員 

         石 川 宏 貴 委員 

 

《４ 出席職員》    山 﨑 正 史   生涯学習部長 

狩 谷 昭 夫   生涯学習部参事（事）文化・スポーツ課長 

吉 野 光 雄   生涯学習部参事（事）市民会館長 

小 川 宏 宜    生涯学習部副参事 

関 根 延 年    生涯学習部副参事（事）学校教育課長 

後 藤 由 美    教育総務課長 

青 木 真 也    生涯学習推進課長 

柳   昌 孝  学校教育課指導室長 

市 村 昌 子  学務保健室長 

三 石   宏  文化・スポーツ課主幹 

﨑 田 浩 史  教育総務課主幹 

関    正 人    教育総務課副主幹（事）教育総務係長 

《５ 議案事項》 

議案第１号 鎌ケ谷市学区審議会委員の委嘱について 
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議案第２号 鎌ケ谷市生涯学習審議会委員の委嘱について 

議案第３号 鎌ケ谷市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 

 

《６ 報告事項》 

報告第１号 平成３０年度学校教育指導の指針について 

報告第２号 第１０回“とっこめ桜まつり”について 

報告第３号 ５月の行事予定 

報告第４号 学校の近況報告について（指導） 

報告第５号 学校の近況報告について（管理）  

 

《７ 傍 聴 者》 

なし 

 

教 育 長     本日の出席者は５人であります。定足数に達しておりますので、た

だ今から、鎌ケ谷市教育委員会４月定例会を開会します。 

本日は、定例で出席している者のほかに、事務局の補助説明員とし

て、学校教育課学務保健室長、学校教育課指導室長、文化・スポーツ

課主幹の出席を、鎌ケ谷市教育委員会会議規則第１４条の規定により

認めることとします。 

本日の定例会の会議録署名委員については、石川委員を指名しま

す。 

 

教育総務課長  本日の審議案件は、議案事項３件、報告事項５件です。よろしく、

ご審議の程お願いいたします。 

 

教 育 長   議案第１号の審議に入ります前に、議案第１号「鎌ケ谷市学区審議
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会委員の委嘱について」、議案第２号「鎌ケ谷市生涯学習審議会委員

の委嘱について」、議案第３号「鎌ケ谷市スポーツ推進審議会委員の

委嘱について」は、人事案件であります。これらの案件につきまし

て、鎌ケ谷市教育委員会会議規則第１３条の規定により非公開とする

ことについてお諮りします。 

議案第１号から議案第３号までを非公開とすることにご異議はござ

いませんでしょうか。 

 

委   員   異議なし。 

 

教 育 長   ご異議がございませんので、議案第１号から議案第３号までを非公

開といたします。 

 

≪これより非公開≫ 

 

議案第１号「鎌ケ谷市学区審議会委員の委嘱について」、議案第２号「鎌ケ谷市生

涯学習審議会委員の委嘱について」、議案第３号「鎌ケ谷市スポーツ推進審議会委員

の委嘱について」は、原案のとおり可決されました。 

 

≪ここまで非公開≫ 

 

指 導 室 長   報告第１号「平成３０年度 学校教育指導の指針について」 

学び合い高め合う授業というところでは、新しい学習指導要領にお

ける「主体的・対話的で深い学び」の実現として、授業の観点として

は資料にありますとおり、「伝え合うことにより、一人一人の考えが

みんなに広がる授業」「相互の信頼関係を築く授業」「知識・技能が

定着する授業」「子どもの視点からつくる授業」「だれにでもわかり

やすく、安心して授業を受けられる教育環境」という大きな５本の柱

を立てております。 

見開きの資料をお開きください。ここに記載がありますように、
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「生きる力を育む」というところでは、鎌ケ谷の市章に合わせ、「か

らだづくり」「まごころ」「がくしゅう」「やるき」の４項目を挙

げ、子どもたちと共に生きる力を育んでまいります。 

資料左上の項目「確かな学力を育むために」では、市教育委員会の

指導訪問はもちろん、全国学力・学習状況調査、市独自の学力調査の

分析を活かした授業改善を行うとともに、資料裏面にありますＲＰＤ

ＲＣＡを活用して子どもたちの実態を把握し、実態に合わせた授業改

善を目指してまいります。 

 読書活動の充実については、図書館司書の全校配置をすでに実施し

ておりますが、小学校の図書館司書の時間数を１日５時間から６時間

に増やしたことにより、子どもたちの読書好きをより増やしてまいり

たいと考えております。 

 国際理解教育については、今年度から小学３～６年生の授業時間が

増えたことに伴い、ＡＬＴの配置をこれまでの８人から３人増員し、

８月から１１人配置し、小学校に配置するＡＬＴの時間数を倍にいた

します。さらにＡＬＴコーディネーターとしてプロジェクトマネージ

ャーを配置し、特に英語の指導免許を持っていない小学校教員に対す

る指導、さらに子どもたちへの指導ができるようにいたしました。 

情報教育環境整備の推進については、２年後のプログラミング学習

の完全実施を前に、小学５年生全学年でＮＰＯと連携したプログラミ

ング学習を進めてまいります。 

資料左側の上から二つ目の項目「健やかな身体を育むために」で

は、「遊・友スポーツランキングちば」を活用して、日々の体育の授

業の充実を図るとともに、併せて部活動外部指導者の活用などを活用

してまいります。 

資料左側の一番下の項目「安全安心を守るために」では、毎月１０

日の安全安心の日はもちろん、日々の安全点検を実施するとともに、

中学校ではスケアードストレイト交通安全教室、小学校では自転車安

全運転講習会などを実施してまいります。 
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資料右側、中段にある項目「人にやさしく、思いやりのある豊かな

心を育むために」では、平成２９年度に策定した「鎌ケ谷市いじめ防

止基本方針」に基づき、いじめの早期発見、未然防止のために、子ど

もたちが主体となるいじめ防止活動の推進をさらに進めます。 

また、パラキャン、これは正式名称をパラリンピックキャラバンと 

いいますが、これを実践すること、また、中学生平和教育生徒派遣事

業では、これまで３年に１度の実施だったものを、３年に２度へ変更

したことにより、今年度も長崎市への中学生平和教育生徒派遣を行っ

てまいります。 

右側の下の項目「すべての子どもへの適切な支援のために」では、

今年度、全学校に特別支援学級を設置するとともに、鎌ケ谷中学校に

は、通級の情緒学級を新設しております。子どもたちのニーズに合っ

た教育が進められるようにしてまいりたいと考えております。 

 資料の裏面をご覧ください。上段の「学力向上の推進をめざして」

では、ＲＰＤＲＣＡといった学力向上の推進サイクルを活用すること

とし、下段には、「いじめ防止等の対策に関する基本理念」を記載し

ております。 

 

文化・スポ  報告第２号「第１０回“とっこめ桜まつり”について」 

ーツ課主幹  とっこめ桜まつりは、下総小金中野牧跡（捕込）が平成１９年２月

に国史跡に指定された、翌々年度の平成２１年度から開始し、今回で

１０回目を迎えました。 

実施日時は、４月７日(土)午前１１時～午後３時、開催場所は貝柄

山公園及び国史跡下総小金中野牧跡（捕込）となっております。来場者

数は、約１，８００人でございました。実施体制は６７人で、市職員の

ほか応援スタッフとして周辺自治会の自治会員の皆さん、ＪＲＡ日本

中央競馬会、茶道協会等の皆さんの応援を得て実施いたしました。 

 実施内容につきましては、資料の７の一覧表のとおりとなっており

ます。２番目にある、「馬の絵描いてみようコーナー」につきまして
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は、６５点ほどの作品を、作成者の許可を頂き、平成３０年４月１７

日から４月２３日まではイオンショッピングセンター、４月２４日か

ら５月１日まではショッピングプラザ鎌ケ谷で展示をさせていただい

ております。 

その他の事業につきましては、表のとおりでございます。また、オ

ープニングにあたりましては、千葉県立鎌ケ谷高校吹奏楽部の部員

４６人の参加がありました。 

 

教育総務課長   報告第３号「５月の行事予定」について、資料に基づき説明を行い

ました。 

 

学校教育課長  報告第４号「学校の近況報告について（指導）」資料に基づき説明

を行いました。 

 

生涯学習部   報告第５号「学校の近況報告について（管理）」資料に基づき説明 

副参事    を行いました。 

 

教 育 長   本日の定例会における議決事項、報告事項については、すべて終了

いたしました。教育委員会４月定例会を終了いたします。 

 

鎌ケ谷市教育委員会会議規則第３２条の規定に基づき署名する。 

 

              平成３０年６月２９日 

 

        教 育 長  皆川 征夫 

 

        教育委員  石川 宏貴 

 

        作 成 者  福田 佳央理 


